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技術センター事業から

中小企業等の知的財産の創造・保護・活用の促進を目的に、無料相談、講習会、セミナーなどを中心に、中小企業等の支援を行っ
ている京都発明協会の行事をご案内します。

京都発明協会からのお知らせ（３月）

知財専門家（弁理士と弁護士）による知財相談会（無料）
― 中堅・中小企業、個人事業主、創業予定の個人の方優先 ―

「知財総合支援窓口」では、特許や商標など知的財産に関する様々な悩み・課題について幅広く相談を受け付け、窓口に配置する窓口支援担当者のほか、
知財専門家（弁理士・弁護士等）や関係する支援機関と連携して解決に向けたアドバイスを無料で行います。また、窓口において課題解決ができない場合
には、中小企業等（個人事業主・創業予定の個人を含む）への直接訪問や知財専門家との共同での支援により課題に対応した提案をします。

◉日　　　程　毎週月曜日～金曜日（休日、祝日を除く）　　　◉相談時間帯　9:00～12:00 ＆ 13:00～17:00

◉日　　　程　毎週金曜日（休日、祝日を除く）　　　◉相談時間帯　9:30～12:00 ＆ 13:00～16:30

「産業財産権相談会」
産業財産権に関する相談をご希望であれば、どなたでも相談可能です。

弁理士による相談
知財の専門家である弁理士が、特許・商標等の出願から権利取得に至るまでの手続、類似技術や類似名称の調査、ライセンス契約、海外展開における注意点
等の知的財産全般について無料でご相談に応じます。

◉日　　　程

弁護士による相談
知財を専門分野とする弁護士が、自社製品の模倣品が出回った際の対策、知的財産に関する契約への助言、侵害警告を受けた場合の対応、知的財産を巡る
訴訟、権利活用上の留意点等の知的財産に関する問題について無料でご相談に応じます。

◉日　　　程　３月 １４日 拾井　美香 氏
◉相談時間帯　13:00～16:30（相談時間は原則1時間以内とさせて頂きます。）

申込み、お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画・情報担当　TEL：075-315-8635  FAX：075-315-9497  E-mail：kikaku@kptc.jp

京都発明協会からのお知らせ

一般社団法人 京都発明協会

◉相談時間帯　13:00～16:00（相談時間は原則1時間以内とさせて頂きます。）

場 所／京都発明協会 相談室

※いずれも事前予約制です。前日（閉館日を除く）の16:00までにご連絡ください。

知財相談員による知財相談会（無料） 場 所／京都発明協会 相談室

※いずれも事前予約制です。「知財総合支援窓口」

TEL：075-326-0066（窓口直通）/075-315-8686　FAX：075-321-8374 〔http://kyoto-hatsumei.com/〕
〒600-8813京都市下京区中堂寺南町134　京都リサーチパーク内　京都府産業支援センター2階

３月  １日 河野　　修氏　　　　３月  ８日 川原　和也氏　　　　３月２０日 三宅　紘子氏
３月  ６日 小林　良平氏　　　　３月１３日 齊藤　真大氏

　オムロン株式会社
では1980年代後半よ
りＣＡＥを社内で取り
組み、2006年からは
ＣＡＥ専門部署を立ち
上げました。しかし、設
計生産など各事業部
からの依頼に基づく受
託型であったため、フ
ロントローディング※へ十分効果を発揮しているとはいえません
でした。そこで2011年度より長期ビジョンのもと、ＣＡＥの技術開
発・フロントローディングを推し進めるために本社主導となり各事
業部やカンパニー（以下、事業部）を横串にした取組やＣＡＥ人財育
成を行っています。
　その推進方法の考え方は、各事業部で共通している構造、熱、流
体などのＣＡＥに関する事業課題の連鎖を明確にし、共通手法をと
りまとめて蓄積することで各事業部が簡単に活用できるよう共通
インフラを作るというものです。こうした仕組みにより、各事業部が
持っている独自の設計手順の中にＣＡＥが組み込まれ、より上流で
ＣＡＥを活用できるようになっています。
　ＣＡＥ人財育成は、「習得支援」・「実践支援」の段階に分けて行って
います。「習得支援」では各事業部やベンダーによる基礎工学や操
作研修を行い、「実践支援」の取組の一つとして、実践型ワーク
ショップを導入しています。ワークショップでは、ＣＡＥ専任者が講師
となり、各自がテーマに沿って作成した目的や解析条件から、モデ
ル作成、解析結果の考察、技術報告書の作成までの各工程で発表・
ディスカッションを行いながら、設計者のスキルアップを図ります。
　最後に、ＣＡＥをフロントローディングで使いこなすためには事
業課題を想定し、ＣＡＥで何をどこまで・どのタイミングで検討す
るかを決めることが重要です。また技術者に求められるのは技術
課題を明確にするアプローチであり、ＣＡＥは想定した仮説がそ
の通りになるかを検証するときに一番役に立ちます。また論理を
理解してＣＡＥをうまく活用することで、技術者自身の仮説検証能
力が向上し、コスト削減、製品品質向上、開発期間短縮につながっ
ていきます。

※フロントローディング
　設計開発の上流（初期）段階で、設計検証や問題解決のために作業に注力する
こと

　ＣＡＥが企業の利益
にどの程度貢献してい
るかがわかりにくいと
よく言われます。それ
はクレーム処理といっ
た部分的な活用では
なかなか効果が期待
できず、何らかの形で
生産に反映させなけ
れば良い効果は期待できないからだと思います。したがって、効果
算定には、部門間をまたがり時間的にも長いスパンの視点が必要
です。
　過去のセミナーで、材料力学で解ける壁掛け（片持ち梁）を設計
する課題を出したことがあります。この課題は「材料力学の公式が
ＣＡＥに相当する」、つまり、ＣＡＥは単に「数式を計算するだけ」で、そ
の他の実務の設計に必要な材料の許容応力や実働荷重などは人
が判断しなければならないことを教示しています。
　ＣＡＥを実務で使用する流れは、入力データの作成・解析・結果の
検討となりますが、その流れの中で、最初に現象を正しくとらえＣＡ
Ｅの入力データを作成する「モデル化」が重要です。また、解析結果
を鵜呑みにするのではなく、材料力学の理論式と実際の現象と
合っているか否かを検討し、その上で設計の良否の判断をすること
が重要です。
　現在、中小企業技術センター主催のＣＡＥ技術研究会では、これ
らを習得するために前半のＣＡＥの基本的なセミナーに続き、後半
に事例研究として、会員企業が持ち寄った課題についてＣＡＥ解析
の一連の流れを体験します。
　次に過去の事例研究の中から、いくつかの事例を紹介します。
　①最初の検討の段階で片持ち梁の公式だけで解決した事例
　②簡単なＣＡＥモデルで応力集中部の疲労を解決した事例
　③高温炉から金型を取り出し、作業を行った後、再度炉に挿入す
るまでの温度履歴をＣＡＥによって求めた事例

　④振動試験で破壊した取り付けねじの破壊の検討に、固有値解
析と周波数応答解析を使用した事例

　以上のように、ＣＡＥはさまざまな現象が高度な解析によって可
能ですが、単純なモデルから複雑なモデルへと検討を進めていく
ことが重要です。最後に、ＣＡＥなどを用いて解析を行ったあとに技
術報告書を作成し、技術を蓄積して企業活動で活用されていくこと
が重要です。

新分野進出講座ＣＡＥものづくりセミナー報告
　技術センター中丹技術支援室では、平成30年度のリニューアルオープンに先立ち、「ＣＡＥによるものづくり現場への活用」を
テーマとしたセミナーを昨年11月30日に開催しましたので、その内容の一部をご紹介します。

ＣＡＥの設計・生産プロセスの活用と
人財育成について

京都企業における
ＣＡＥ活用事例の紹介

オムロン株式会社グローバルものづくり革新本部
生産技術革新センタ 要素技術部 技術専門職　岡田 浩 氏

田村技術士事務所
田村 隆徳 氏（京都府中小企業特別技術指導員）

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 中丹技術支援室　TEL：0773-43-4340  FAX：0773-43-4341  E-mail：chutan@kptc.jp

平成３０年度 ４月以降の行事予定につきましては、詳細が決まり次第お知らせいたします。

《平成29年度 弁理士による府内巡回
“産業財産権相談会”開催場所/開催数》

●舞鶴商工会議所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2回
●宇治市産業振興センター・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2回
●京都産業２１ 北部支援センター・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1回
●福知山商工会議所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2回
●京都産業２１ けいはんな支所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2回
　（けいはんなオープンイノベーションセンター「KICK」）
●京北商工会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1回
●綾部商工会議所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2回

【京都府知的財産総合サポートセンター事業】

平成29年度 知財相談件数実績報告（H29.12月末まで）

項目／相談

（1）特　　許
（2）実用新案
（3）意　　匠
（4）商　　標
（5）そ の 他

155
44
33
2
24
258
189

19
6
4
25
4
58
50

13
3
2
5
2
25
21

合　　計
相談人数

相談員による
特許等相談

弁理士による
産業財産権相談会

弁理士による府内巡回
産業財産権相談会


